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看護系大学における看護学生の日常生活援助技術習得への
意欲に関連する要因
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要　　旨

　本研究は，看護系大学 2年生を対象に，看護学生の日常生活援助技術習得への意欲に関連する要因を明ら
かにした．解析対象は 284 名であった．調査内容は，個人属性，生活習慣，日常生活援助技術習得への取り
組み方，日常生活援助技術習得への意欲をもつきっかけや出来事の有無，達成動機とし，日常生活援助技術習
得への意欲の関連要因を明らかにするために，多重ロジスティック回帰分析を実施した（p<0.05）．その結果，
日常生活援助技術習得への意欲に関連する要因は，食事は 3食食べていること（オッズ比 2.94 倍），技術練
習を教員に確認してもらうこと（オッズ比 1.59 倍），日常生活援助技術習得への意欲をもったきっかけや出
来事があること（オッズ比 2.15 倍）であった．教員は，学生の食生活を含めた生活習慣を整えることへの働
きかけや，患者に日常生活援助技術を提供することの意味や価値など，学生が看護技術に意欲がもてるきっか
けを作ることで，日常生活援助技術の習得への意欲を高めると考えられる．
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Ⅰ . はじめに

基礎看護学において，看護学生（以下，学生）は，
看護学の基礎となる知識，技術，態度を身につけ，専門
看護学領域への学びにつなげることが重要である（服部 , 
2008）．基礎看護学の中核には看護技術教育があり，そ
の中でも，看護の独自性が最も発揮される日常生活援助
技術（以下，生活援助技術）を，学生が習得することは

重要である．
基礎看護技術という科目において，学生は，健康問

題を生じた対象の日常生活に関心を寄せその習慣をよく
知り，その対象に合わせて生活援助技術を提供すること
を学習する．しかし，1980 年代から，少子高齢化，核
家族化，生活の電化など社会の変化に伴い，かつては生
活の中で自然に身につき，習慣化されていた日常生活行
動が身についていないなど，学生の質の変化について，
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複数報告されている（菱沼ら , 2011: 大橋ら , 2008: 萩
原ら , 2004: 氏家ら , 1983）．なかでも，タオルを絞る
ことや靴ひもを結ぶことができないことが，患者に生活
援助を提供する際に影響をおよぼしている（野々村ら , 
1989）．このような状況の学生が，看護において，生活
援助技術の大切さを認識し，意欲的に技術習得に取り組
んでいけるようかかわることが，基礎看護学において，
看護技術教育を担う教員の課題である．
学生の基礎看護技術の習得に関する研究は，2000 年

以降に多くなされている．学生が主体的に基礎看護技
術を学ぶための授業内容に関する研究（伊藤ら , 2008）
では，学生自身が予習をすることなど，主体的な学習に
基づいた演習を行うことで，学生が看護技術に対して興
味・関心を持ち，看護技術習得への動機づけになったこ
とを報告している．有住ら（2006）は，ベッドメーキ
ングの技術練習に意欲的に取り組んでいた学生にインタ
ビューを行った結果，意欲的に技術練習に取り組む要因
として，患者に質の高い看護技術を提供したいという学
生の思いがあることを明らかにしている．このように，
意欲とは，患者のために何かをしたいという気持ちや看
護援助への興味・関心など，学生の内面に育まれるもの
である．梶田（2003）は，学習成果にしても，人間的
な成長の姿にしても，その核心部分は興味・関心など，
その人の内面にあると述べている．そして，物事への追
及・探求への姿勢や取り組み方といった関心や意欲は，

学生の学習行動の基礎となるため，それらを育むことが
教育において大切であること示唆している．
以上のことから，教員が学生の生活援助技術習得を

支援するためには，生活援助技術を習得したいという学
生の意欲を育むことが大切であると考える．しかし，学
生の生活援助技術習得への意欲やその要因を明らかにし
た研究報告はほとんどみられない．そこで，看護系大学
における看護学生の生活援助技術習得への意欲に関する
要因を明らかにしたいと考え，本研究に取り組んだ．

Ⅱ . 研究目的

看護系大学における看護学生の日常生活援助技術習
得への意欲に関連する要因を明らかにする．

Ⅲ．本研究の概念枠組み（図 1）

本研究の研究枠組みについて，文献検討をはじめ，
研究者らのブレインストーミング，研究者の経験などか
ら，生活援助技術習得への意欲の関連要因を検討した．
その結果，生活援助技術習得への意欲の関連要因は，個
人属性，生活習慣，生活援助技術習得への取り組み方，
生活援助技術習得への意欲をもつきっかけや出来事，達
成動機からなると考えた．　　　　　　　　　　　
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Ⅳ．用語の定義

1. 日常生活援助技術習得
日常生活援助技術は，清潔，食事，排泄，運動など

の日常生活行動を援助する技術であり，看護の独自の機
能として，患者に提供されるものである．そのために，
対象に安全・安楽・自立を目指した目的と根拠をもった
技術を習得することを指す．

2. 意欲
自分自身が価値あるものとみなしている物事を成し

遂げようと，進んで何かをしようと思うこと．また，興
味・関心などの内面をいう（梶田 , 2003）．
　

Ⅴ．研究方法

1. 調査対象
関東圏の看護系大学のうち，調査協力の得られた 8

大学の 2年生学生数 824 人とした．

2. 調査方法
1） 関東圏における全ての看護系大学 57 校の学科長宛
てに，研究協力依頼文書，研究承諾書，調査用紙を返信
用封筒とともに送付し研究協力を依頼した．本研究の母
集団は看護系大学 2年生の学生である．関東圏の看護
系大学 2年生の学生をサンプルとして抽出することで，
母集団を想定できると考え，関東圏の看護系大学を選択
した．なお，返送方法については，留置き法または郵送
法どちらかを大学に選択してもらった．依頼後，承諾が
得られた大学に対し，対象学生分の研究協力依頼書，調
査用紙，返信用封筒を郵送し配布を依頼した．調査用紙
は，留置き法および郵送法により返信された．
2） 調査期間
　2014 年 7月～ 10月
3） 調査内容
　本研究は，自記式質問紙により以下の内容で構成した．
個人属性は，年齢，性別，家族と同居の有無，入学動機，

取得を希望する資格，卒業後の進路とした．生活習慣に
ついての質問は，食事，運動，時間管理，家事に関する
内容とした．あてはまる，少しあてはまる，あまりあて
はまらない，あてはまらない，の 4件法で回答を求めた．
生活援助技術習得への取り組み方は，生活援助技術の講
義・演習前の取り組み，講義・演習中の取り組み，講義・
演習終了後の取り組み，技術練習の取り組みに関する内
容とした．あてはまる，少しあてはまる，あまりあては
まらない，あてはまらない，の 4件法で回答を求めた．
生活援助技術習得への意欲をもつきっかけや出来事につ
いては，きっかけや出来事の有無として回答を求めた．

達成動機は，達成動機測定尺度を使用し，非常にあては
まる～全然あてはまらないまでの 7件法とした．本研
究で用いた達成動機測定尺度は，堀野（1987）, 堀野ら
（1991）によって作成されたものである．この尺度は，
他人との比較や競争あるいは社会的な名誉や地位に基準
をおいて達成を求めようとする競争的達成動機 10項目
と，他人との競争や社会的な評価基準にはとらわれず，
自分の個性的な充実感に基準をおいて物事に取り組も
うとする自己充実的達成動機 13項目の下位概念から構
成されている（門間ら , 2002）．全然あてはまらないを
1点，非常にあてはまるを 7点とし，2下位概念それぞ
れの合計点数を算出し，分析する尺度である．生活援助
技術習得への意欲については，Visual Analog Scale（以
下，VAS）で回答を求めた．VAS は，「全く感じない：0 
mm」～「非常に感じる：100 mm」として記入を求めた．

3. データの分析方法
記述統計により，各変数の度数・平均値・標準偏差

を算出した．生活援助技術習得への意欲を高い群，低い
群の 2群に分類した．なお，意欲が高い学生の特徴を
明らかにするために，4分割として上位 1/4 を意欲が高
い群とした．
生活援助技術習得への意欲と要因との有意差の有無

については，χ2 検定を実施した（p<0.05）．χ2 検定に
あたり，生活習慣，生活援助技術習得への取り組み方に
ついては，あてはまると少しあてはまる者を「あてはま
る」，あまりあてはまらないとあてはまらない者を「あ
てはまらない」の 2値とした．達成動機については，
自己充実的達成動機 13 項目と競争的達成動機 10 項目
のそれぞれの合計値，平均値を算出し，平均値を境に高
い群，低い群の 2値とした．
生活援助技術習得への意欲に関連する要因を明らか

にするために，生活援助技術習得への意欲を従属変数に，
χ2検定により有意水準 0.1 未満の変数を説明変数とし，
多重ロジスティック回帰分析を実施した（p<0.05）．対
馬（2015）は，「有効な独立変数であっても，他の変数
を増減させると p値または f 値が変化するので，有意水
準は少し高めに設定しておく．」と述べていることから，
有意水準 0.1 未満の変数を説明変数とした．
統計処理には，統計解析ソフト（SPSS Statistic22.0）

を使用した．

4. 倫理的配慮
本研究を行うにあたり，埼玉医科大学保健医療学部

倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号：110）．
対象の大学には調査の主旨を文書にて説明し，学科長の
許可を得た．研究対象者に対し，調査への協力は自由意
志によること，個人情報を保護すること，データの取り
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扱いには細心の注意を払うこと，得られたデータは研究
目的以外には使用しないことを文書で説明した．なお，
本研究に関して開示すべき COI はない．

Ⅵ．結果

対象者 824 人のうち，318 人（回収率 38.6％）より
回答が得られた．
318 人のうち，高校卒業後ストレートで入学した学

生のみを対象とし，21歳以上の者（16人）は，日常生
活等の社会的背景因子に差があると考えられるので除外
した．また，目的変数である生活援助技術習得への意欲
の回答に欠損がない者 284 人（有効回答率 89.3％）を
解析対象とした．

1．生活援助技術習得への意欲
生活援助技術習得への意欲の平均値は，74.3 mm （SD

± 19.0）であった．意欲の高い学生の特徴を明らかに
するために 4分割した．4分割の上位 1/4 は 88mmで
あった．したがって，88 mm以上の 73 名を意欲が高
い群，87 mm以下の 211 人を意欲が低い群とした．

2．2変量解析の結果（表 1）
1） 個人属性
性別，家族との同居，入学動機，取得を希望する資格，

卒業後の進路希望については有意な差はみられなかっ
た．
2）生活習慣
食事は 3食食べている，定期的に運動している，自

分の生活について時間管理している，家事を行っている
について有意差がみられた（p<0.05）．
3） 生活援助技術習得への取り組み方
生活援助技術習得への取り組み方については，有意

な差はみられなかった．
4） 生活援助技術習得への意欲をもつきっかけや出来事
生活援助技術習得への意欲をもつきっかけや出来事

の有無については，約 4割の者が，意欲をもつきっかけ
や出来事を経験しており，有意差がみられた（p<0.05）．
5）達成動機
自己充実的達成動機の平均値は，71.4（SD ± 10.29）

であった．これらを 2値として検定の結果，高い群に
有意な差がみられた（p<0.05）．競争的達成動機の平均
値は，41.8（SD ± 7.41）であった．これらを 2値とし
て検定の結果，有意な差はみられなかった．

3．多重ロジスティック回帰分析の結果 （表 2）
学生の生活援助技術習得への意欲に関連する要因に

ついて，多重ロジスティック回帰分析を行った結果，食

事は 3食食べている（オッズ比 2.94），技術練習を教員
に確認してもらう（オッズ比 1.59），生活援助技術習得
に向けてやる気になったきっかけや出来事がある（オッ
ズ比 2.15）であった．

Ⅶ．考察

本研究において，多重ロジスティック回帰分析によ
る学生の生活援助技術習得への意欲に関連した要因は，
食事は 3食食べている，技術練習を教員に確認しても
らう，生活援助技術習得に向けてやる気になったきっか
けや出来事があるであった．以下に，これら関連要因に
ついて考察する．

1. 生活援助技術習得への意欲と食事を 3食食べている
　こととの関連
食事を 3食食べている者は，食べていない者に比べ，

2.94 倍，生活援助技術習得への意欲が高かった．学生
が成長する過程で獲得した生活習慣は，学生の生活援助
技術の習得に影響をおよぼすことについての研究（服部
ら , 2008）はみられるが，食事を 3食食べる生活習慣
がある者は，生活援助技術習得への意欲が高いことにつ
いての先行研究は見当たらなかった．このことから，こ
の結果は，本研究の特徴といえる．
平成 17年度から，小中学校に食の指導をする栄養教

諭制度が創設された（文部科学省 , 2005）．この制度は，
健康に生活していけるよう，正しい知識に基づいて，食
をコントロールしていく「食の自己管理能力」や「望ま
しい食習慣」を身につけることである．橋本ら（2012）
は，小学生を対象にした研究で，食事をきちんととるこ
とが，学習意欲に影響すると報告している．食事は，活
動のためのエネルギーとなり，物事に関心を持ち価値あ
るものと感じ取る力や，物事を成し遂げようとする，い
わゆる意欲という心の働きにつながることを報告してい
る．このように，食事を 3食きちんと食べること，い
わゆる，望ましい食習慣は，心身の健康に大きく影響し，
より健康に生活していくための自己管理能力や自己実現
の欲求と関連している（A.H. マズロー ,1987）．本研究
の生活習慣に関する 5つの調査項目のなかで，食事を 3
食食べることは，人が生きていく上で最も基本的な生活
習慣についての調査項目である．そして，食事を 3食
食べること，いわゆる，望ましい食習慣が身についてい
ることは，他の生活習慣の確立につながると考える．
これらのことから，学生の学習意欲，つまり，生活

援助技術習得への意欲が高まるためにも，食生活を含め
た生活習慣を整えることへの教員の働きかけが大切であ
る．教員は，学生が自らの生活習慣を振り返り，生活習
慣のあり方が，人の心身の健康に大きく影響を及ぼすこ
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とについて考えることができるような講義・演習の内容
を検討する必要がある．

2. 生活援助技術習得への意欲と技術練習における教員
　からの確認との関連
技術練習を教員に確認してもらう者は，確認しても

らわない者に比べ，1.59 倍生活援助技術習得への意欲
が高かった．
学生にとって技術練習は，技術の習得過程であり，｢

知る段階 ｣「身につける段階」「使う段階」としてのプ
ロセスを踏むことが大切である．講義を通して，「知る
段階」で得た技術のポイントを正確に練習することで，
その行為の意味や根拠をつかみ，「身につける段階」と
なる（薄井 ,1997）．特に，この「身につける段階」に
おいて，教員による学生の技術習得に対する確認は重要
であり，学生も教員の技術の確認によって，原則に沿っ
た根拠のある技術が身につくと考える．また，学生の技
術練習において，教員は，学生の技術の習得状況をあり
のままにとらえ，できているところは認め，励ましなが
ら技術を指導したり確認したりすることは，学生の意欲
を高める重要な教育的かかわりである（藤岡 ,1998）．
本研究結果においても，このように，学生が，教員

の指導によって，技術の確認を受けることで，技術に興
味や関心がもて，生活援助技術習得への意欲の高まりに
つながったと推察できる．

3. 生活援助技術習得への意欲と生活援助技術習得に向
　けてやる気になったきっかけや出来事との関連
生活援助技術習得に向けてやる気になったきっかけ

や出来事がある者は，ない者に比べ，2.15 倍，生活援
助技術習得への意欲が高かった．これらに関する先行研
究は見当たらず，本研究の結果から，生活援助技術習得
に向けてやる気になったきっかけや出来事がある学生
は，生活援助技術習得への意欲が高まったと推察できる．
梶田（2003）は，学習への意欲は，学生が何をどの

ように感じるのか，そして，そのことから，どのように

心が動くのかという内的促しによって，導かれると述べ
ている．本研究対象者においても，生活援助技術習得に
向けてやる気になったきっかけや出来事があると答えた
学生は，その体験によって，心が動かされ，その心の動
きが動機づけとなり，生活援助技術習得に向けての意欲
につながったと考えられる．
教員は，生活援助技術の授業，技術練習等の場面を

通して，学生一人ひとりの看護への思いや気づきを大切
にしつつ，学生の心が看護を学ぶことに対して，どのよ
うに動いているのかをとらえ，患者にとっての生活援助
技術の意味・価値について，考えることができるような
きっかけを作ることが大切である．このようなかかわり
を通して，教員は，生活援助技術が看護独自の機能であ
ることについて学生に語り，学生にとってのロールモデ
ルとしての存在となり，生活援助技術を習得したいとい
う学生の意欲を育んでいくことが重要である．

Ⅷ．結論

看護系大学の学生の生活援助技術習得への意欲に関
連する要因は，食事は 3食食べている，技術練習を教
員に確認してもらう，生活援助技術習得に向けてやる気
になったきっかけや出来事があることであった．
この結果から，食事を 3食きちんと食べることは，

物事に関心を持ち，物事を成し遂げようとする，いわゆ
る意欲という心の働きにつながるといえる．生活習慣を
整えることが学習意欲いわゆる生活援助技術習得への意
欲を高めると考えられるため，教員は，学生が自らの生
活習慣を整えることができるよう働きかけることが大切
である．
また，技術練習を教員に確認してもらうことが，生

活援助技術習得への意欲に関連していた．教員は，技術
の練習において，看護技術のポイントを指導することや
学生の技術ができていることを認めたり，励ましたりす
ることで，学生の生活援助技術習得への意欲を高めるこ
とになると考えられる．さらに，生活援助技術習得の意
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欲に，生活援助技術習得への意欲をもったきっかけや出
来事があることが関連していた．教員は，患者にとって
の生活援助技術を提供することの意味や価値について，
学生が考えるきっかけを作ることで，学生が生活援助技
術の習得への意欲を高めると考えられる．

Ⅸ．本研究の限界と課題

本研究は，対象人数が 284 名であることから，学生
の生活援助技術習得への意欲に関連する要因を明らかに
するためには限界があると考える．今後は，対象数を増
やし，さらにこれらについて追求していきたい．また，
生活援助技術習得に向けてやる気になったきっかけの内
容については，質的研究も含めてさらに検討を重ねてい
く必要がある．
なお，本研究は，平成 25年度埼玉医科大学保健医療

学部プロジェクト研究の一部である．
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